
　
明
治
大
学
の
「
世
界
へ
！
　

Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ

８
０
０
０
」
は
、
２
０
１
４
年
度
、
文
部

科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創

成
支
援（
タ
イ
プ
Ｂ
）」に
採
択
さ
れ
た
。「
学

生
の
主
体
的
学
び
を
育
み
、
未
来
開
拓
力

に
優
れ
た
人
材
を
育
成
」
を
目
標
に
掲
げ
、

全
学
で
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
、経
営
学
部
で
は
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
・

推
進
す
る
経
営
人
材
の
育
成
」
を
学
部
の

目
標
に
掲
げ
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
人
材
」

と「
事
業
創
造
人
材
」の
育
成
に
力
を
注
ぐ
。

経
営
学
部
教
務
主
任
の
鈴
井
正
敏
教
授
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
今
や
大
企
業
で
あ
っ
て
も
、
方
向
性
を

読
み
誤
る
と
倒
産
し
て
し
ま
う
時
代
で
す
。

ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
や
リ
ー
マ
ン
・
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
が
そ
う
で
す
し
、
最
近
で
は
東

芝
や
シ
ャ
ー
プ
が
経
営
危
機
に
立
た
さ
れ

ま
し
た
。
先
の
読
み
に
く
い
社
会
の
中
で
、

経
営
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
未
来
に
向
か
っ
て

か
じ
取
り
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
、
本

学
部
で
は
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
具
体
的
に
育
成
す
べ
き
力
に
挙
げ
て
い

る
の
は
、自
分
で
課
題
を
解
決
で
き
る
力
、

ツ
ー
ル
と
し
て
使
え
る
英
語
力
、未
来
を
読

み
解
く
力
と
そ
れ
に
必
要
な
経
営
の
基
礎

知
識
及
び
会
計
能
力
、そ
し
て
、情
報
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

な
ど
だ
。
そ
れ
ら
の
育
成
に
向
け
、
こ
こ

数
年
、
体
験
型
学
習
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
大
学
教
育
は
、『
知
識
を

与
え
る
場
』
と
し
て
の
役
割
が
中
心
で
し

た
が
、
本
学
部
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、

学
生
が
体
験
で
き
る
機
会
を
充
実
さ
せ
、

『
体
験
重
視
の
教
育
』
に
転
換
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
語
学
や
会
計
な
ど
の
力
は
学
習

を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
獲
得
で
き
ま
す
が
、

先
を
読
み
、
進
む
べ
き
方
向
を
決
め
る
力

は
、
知
識
の
習
得
だ
け
で
身
に
つ
く
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
答
え
が
１
つ
で
は
な

い
課
題
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
り
、
失
敗

し
た
経
験
の
中
か
ら
次
に
何
を
す
れ
ば
よ

い
か
を
考
え
た
り
、
そ
う
し
た
経
験
を
積

み
重
ね
て
い
く
中
で
も
磨
い
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
鈴
井
教
授
）

明
治
大
学
経
営
学
部
教
授

鈴
井
正
敏

　す
ず
い
・
ま
さ
と
し

教
務
主
任
。
筑
波
大
学
大
学
院
修
士
課

程
体
育
学
研
究
科
修
了
。博
士（
医
学
）。

１年次での体験型学習を充実させ、
４年間を主体的に過ごす
ための気づきを促す
明治大学経営学部 ●体験型学習の拡充

「グローバル経営人材」と「事業創造人材」の育成に力を注ぐ明治大学経営学部では、その実現に向け、知識・
技能の習得だけでなく、体験も重視した教育にシフトしつつある。１年次の段階で、英語力に関係なく参加で
きる海外でのフィールドワークや、企業人が「上司」として「部下」の学生に課題を出す産学協同の講座などを、
正課として設けている。そこでの体験も、グループでの協働学習としたり、事前学習や事後報告会を必ず組
み入れたりするなど、学生が様々な気づきを得て、その後の学習行動に結びつけられるように工夫している。

大 学 Evo l ut ion
大学が拓く新しい学び

知
識
注
入
型
か
ら
体
験
重
視
の
教
育
に
シ
フ
ト
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同
学
部
が
行
う
体
験
型
学
習
の
特
徴
の

１
つ
は
、
経
営
に
か
か
わ
る
内
容
と
し
な

が
ら
も
、
学
生
の
英
語
力
に
応
じ
た
海
外

体
験
の
場
を
、
卒
業
単
位
に
認
定
さ
れ
る

正
課
に
１
年
次
か
ら
組
み
込
ん
で
い
る
こ

と
だ
（
図
１
）。

　
ま
ず
、
英
語
力
に
関
係
な
く
、
１
年
次

か
ら
履
修
で
き
る
の
が
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
ス

タ
デ
ィ
」
だ
。
調
査
や
資
料
収
集
、
調
査

対
象
へ
の
提
言
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
、

一
連
の
作
業
を
学
生
が
主
体
的
に
進
め
る

科
目
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
は
国
内
だ
け
で
は

な
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
中
国
、
ロ
シ
ア

な
ど
も
あ
る
。

　
１
年
次
か
ら
履
修
で
き
る
科
目
に
は
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

も
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ
島
を
訪
れ
、

現
地
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
解
決
策
を
探

る
た
め
の
社
会
貢
献
活
動
な
ど
を
行
う
も

の
で
、
15
年
度
に
新
設
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
科
目
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

が
主
目
的
で
あ
り
、
学
生
は
内
容
へ
の
興

味
か
ら
参
加
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

そ
こ
で
刺
激
を
受
け
て
、
海
外
に
目
を
向

け
る
よ
う
に
な
り
、
英
語
学
習
に
力
を
入

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

　「『
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
』
や
『
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
』、
短
期
語

学
留
学
の
『
Ｉ
Ｂ
Ｐ
　
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
』
を
入

り
口
に
し
て
海
外
へ
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

次
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
英
語
で
学
ぶ
海
外
研

修
の
『
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
』
を
受

講
し
て
、
語
学
力
も
意
欲
も

徐
々
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、

最
終
的
に
は
長
期
留
学
に
挑

戦
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま

す
」（
鈴
井
教
授
）

　
そ
れ
ら
の
体
験
型
学
習
で

は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
必

ず
事
前
学
習
と
事
後
報
告
会

を
行
う
。

　「
体
験
は
そ
れ
自
体
に
も
価

値
が
あ
り
ま
す
が
、
事
前
に

学
び
の
目
的
を
し
っ
か
り
持

た
せ
て
か
ら
体
験
さ
せ
ま
す
。

そ
し
て
、
何
を
学
ん
だ
の
か

と
い
う
振
り
返
り
を
行
い
、

学
び
が
さ
ら
に
深
ま
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」（
鈴
井
教
授
）

　
一
方
、
英
語
力
の
高
い
学
生
向
け
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
」
を
15

年
度
か
ら
始
め
た
。
こ
れ
は
、
少
人
数
制

ク
ラ
ス
で
実
践
的
な
英
語
ス
キ
ル
（
４
技

能
）
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
英
語
で
専
門

知
識
を
学
ぶ
と
い
う
４
年
間
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
だ
。
入
学
時
に
実
施
す
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
の
ス
コ
ア
上
位
60
人
を
対
象
と
し
、
該

当
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
履
修
し
て
い
る
。

　「
長
期
留
学
や
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

で
活
躍
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
多
様
な
ビ

ジ
ネ
ス
状
況
に
対
応
で
き
る
英
語
科
目
、

英
語
に
よ
る
専
門
科
目
で
構
成
し
て
い
ま

す
。
通
常
よ
り
も
英
語
の
授
業
数
が
多
く
、

課
題
も
レ
ベ
ル
が
高
い
の
で
す
が
、
英
語

力
が
高
い
学
生
に
も
満
足
で
き
る
よ
う
な

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
鈴
井
教
授
）

科目・講座名 内容 開講時期・
参加条件等

フィールドスタディ

フィールドワークを通じて、資料収集、それに基づくレ
ポート作成、プレゼンテーションを中心とした実習科目。
2016年度の実習先は、インド、インドネシア、オランダ、
シンガポール、中国、ロシア、日本各地。

１～４年次の
選択科目

グローバル・
サービスラーニング

夏休みまたは春休みの約２週間、フィリピン・セブ島の
貧困層におけるボランティア活動を通じて、社会課題
の解決に取り組む。事前・事後学習も行う。

TOEIC400点
以上

IBP Plus
（ I n t e r n a t i o n a l 
Business Program 
Plus）

アメリカのポートランド州立大学またはサンノゼ州立大
学に約１か月間、ホームステイをしながら通い、英語研
修を行う。ビジネスの授業や現地企業訪問などもある。

TOEIC400点
以上

ISIBM
( I n t e r n a t i o n a l 
Summer Institute 
f o r  B u s i n e s s 
Management)

経営学部協定校のカナダ・ヴィクトリア大学で行われ
る３週間のビジネスマネジメントプログラム。ビジネス
に特化した実践的な英語、グループまたは個人による
ビジネスプランの策定・発表などを、世界各国から参
加する学生と一緒に学ぶ。

TOEIC600点
以上

学部間協定留学
経営学部が独自に協定を結ぶ海外の大学への留学。派
遣先大学で修得した単位は、明治大学の単位として認
定される。

派遣先により
異なる

GREAT
(Global Resources 
Eng l i sh  App l ied 
Track）

特別編成の少人数クラスで、英語で講義を受けるため
のリスニングやノートテイキングのスキル、ビジネス環
境における英語による表現力や交渉力などを学ぶとと
もに、英語による授業科目で専門知識を学ぶ。１～４年
生の４年間のカリキュラム。

入学時に実施
するTOEIC の
スコア上位60
人

経営総合講義 A（産学
協同就業力養成講座）

企業が出す課題に対して、少人数のチームでデータや
資料を集め、アイデアを練り、解決策を企業に提案する。

１年次前期の
選択科目

キャリア形成入門

企業や非営利組織に所属する講師によるオムニバス形
式の講義で、企業や非営利組織への理解を深め、仕事
やキャリアについて考える。グループワークやビジネス
マナー研修なども行う。

１・２年次の
選択科目

インターンシップ実習
夏休みに原則２週間、企業や非営利組織、行政の受け
入れ機関で、正社員と同様の仕事を体験する。事前学
習や事後報告会も行われる。

２・３年次の
選択科目

＊同大学の資料を基に編集部で作成

図１ 実習・調査などを行う科目・講座例

英
語
力
に
応
じ
た
海
外
体
験
を
１
年
次
か
ら
用
意
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も
う
１
点
、
同
学
部
の
体
験
型
学
習
の

特
徴
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
１

年
次
の
段
階
で
、
実
際
の
企
業
課
題
に
対

峙
し
、
そ
の
解
決
策
を
自
分
で
考
え
て
、

具
体
化
す
る
実
習
も
取
り
入
れ
て
い
る
こ

と
だ
。
先
に
挙
げ
た
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ

デ
ィ
」
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
が
、
最

も
特
色
の
あ
る
科
目
が
、Ｆ
Ｓ
Ｐ
講
座
（
＊

１
）
を
採
用
し
た
「
経
営
総
合
講
義
Ａ
」

だ
。
こ
れ
は
、
１
年
次
前
期
の
選
択
科
目

で
、
企
業
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
に
対
し
て
、

学
生
６
人
の
チ
ー
ム
で
調
査
・
検
討
を
し

て
解
決
策
の
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
、
企
業

に
提
案
す
る
と
い
う
授
業
だ
（
図
２
）。

　
授
業
の
大
き
な
ね
ら
い
は
、
学
生
に
入

学
初
期
の
段
階
で
４
年
間
の
学
習
の
動
機

づ
け
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

担
当
教
員
の
石
川
公
彦
助
教
は
こ
う
語
る
。

　「
教
員
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
徹
し
、

学
生
が
考
え
る
提
案
内
容
に
は
一
切
、
口

を
出
し
ま
せ
ん
。
学
生
が
主
体
的
に
取
り

組
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
す
る
わ
け
で

す
。
す
る
と
、
チ
ー
ム
で
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
、
自
分
た
ち
の
力
だ
け
で
企
業
へ
の

提
案
を
つ
く
り
始
め
ま
す
。
そ
の
中
で
、

今
の
自
分
に
何
が
足
り
な
い
の
か
、
嫌
で

も
気
づ
か
さ
れ
、
残
り
の
大
学
生
活
で
何

を
す
べ
き
な
の
か
を
、
真
剣
に
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
」

　
同
大
学
の
商
学
部
で
は
以
前
か
ら
Ｆ
Ｓ

Ｐ
講
座
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
担
当
教
員

か
ら
、
科
目
受
講
者
が
そ
の
後
の
学
び
に

積
極
的
に
な
っ
て
い
る
と
聞
き
、
経
営
学

部
で
も
行
う
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
。
　

　
学
生
に
と
っ
て
有
効
な
学
び
の
場
と
な

る
よ
う
、
授
業
に
は
い
く
つ
か
の
工
夫
点

が
あ
る
。
そ
の
１
つ
は
、
１
次
・
最
終
提

案
と
、
１
企
業
に
つ
き
２
回
提
案
す
る
機

会
が
あ
り
、
さ
ら
に
チ
ー
ム
を
変
え
て
２

つ
の
企
業
を
扱
う
こ
と
だ
。
１
次
提
案
で

企
業
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
修
正
し
て
最

終
提
案
を
行
う
、
ま
た
、
１
つ
め
の
企
業

で
の
失
敗
を
２
つ
め
の
企
業
で
の
取
り
組

み
で
改
善
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
反
省
し

た
こ
と
を
す
ぐ
に
生
か
し
、
挽ば

ん

回か
い

で
き
る

場
を
設
け
て
い
る
。

　
リ
ア
ル
に
徹
す
る
こ
と
も
工
夫
点
の
１

つ
だ
。
協
力
企
業
は
、
学
生
が
よ
く
利
用
す

る
京
王
電
鉄
、
東
京
都
心
部
に
位
置
す
る

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
と
い
っ
た
、
学

生
が
就
職
先
に
考
え
る
よ
う
な
企
業
で
あ

＊１　一般社団法人 Future Skills Project 研究会による、主体的な学びを育むための体験と気づきを重視した産学連携の授業。　＊２　2016 年４月、広島国際大学
に異動。

る
。
各
企
業
に
は
、
実
際
に
社
内
で
挙
が
っ

て
い
る
課
題
を
そ
の
ま
ま
出
し
て
も
ら
う
。

ま
た
、
授
業
に
来
る
企
業
担
当
者
は
「
上

司
」
で
あ
り
、
学
生
は
「
部
下
」。
つ
ま
り
、

部
下
が
上
司
に
新
企
画
を
提
案
す
る
と
い

う
設
定
で
課
題
に
取
り
組
む
。
最
後
に
、

企
業
は
全
チ
ー
ム
の
提
案
の
中
か
ら
採
用

し
た
い
と
思
う
企
画
を
１
つ
選
ぶ
。

　「
実
社
会
に
近
い
学
び
の
場
を
提
供
し
、

明
治
大
学
経
営
学
部
経
営
学
科
２
年

松
崎
友
咲

　ま
つ
ざ
き
・
ゆ
さ

２
０
１
５
年
度
、「
経
営
総
合
講
義
Ａ
」

を
履
修
。
神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
校

卒
業
。

明
治
大
学
経
営
学
部
助
教
（
＊
２
）

石
川
公
彦

　い
し
か
わ
・
き
み
ひ
こ

明
治
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
経
営
学
）。

１
年
次
か
ら
企
業
の
課
題
に
チ
ー
ム
で
取
り
組
む

図２ 「経営総合講義Ａ」概要（2015年度実施分）

●授業期間：１年次前期（４～７月）、全 15 回（選択科目）
●受講者：経営学部１年 36 人（6 人×６チーム）
　ガイダンス参加者約 210 人のうち応募者 127 人で、抽選で受講者を決定
●ファシリテーター：担当教員１人
●協力企業及び課題：
　京王電鉄株式会社　（２つの団地内商店街に位置するいずれかの不動産を選択して）「沿線の

一大人口集積地であり、少子高齢化が進行している多摩ニュータウンでの、域外からの流入
を誘引する施設の企画・策定」
　株式会社ホテルグランドパレス　「ホテルグランドパレスの産直市場『ホテ市』の集客増加策」

回 授業内容 具体的な活動

1 オリエンテーション、マインドセット 講座の全体像、グランドルールを説明。

2 大学生としての学び方、チーム結成
身につけさせたい考え方、チーム活動の進め方などを
説明。１つめの企業課題に向けてチームを結成。

3 課題への取り組み方の説明
目的を確認し、計画の立て方、研究成果の整理の仕方、
プレゼンテーションの方法などを説明。

4

京王電鉄

課題提示 企業の担当者が事例を説明し、課題を提示。

5 チーム活動 チームごとに情報収集をし、議論。

6 １次提案 課題解決プランの提案と、企業からの講評。

7 チーム活動 講評を受けて、再度チーム活動。

8 最終提案 課題解決プランの最終提案と、企業からの講評。

9 １つめの企業課題の振り返り、 新チー
ム結成

１つめの企業課題を振り返り、２つめの企業課題に向
けて、新たなチームを結成。

10

ホテルグランドパレス

課題提示 企業の担当者が事例を説明し、課題を提示。

11 チーム活動 チームごとに情報収集をし、議論。

12 １次提案 課題解決プランの提案と、企業からの講評。

13 チーム活動 講評を受けて、再度チーム活動。

14 最終提案 課題解決プランの最終提案と、企業からの講評。

15 授業のまとめ 授業を振り返って自己評価を行う。

赤字の回は企業担当者が参加。　　　　　　　　　　　　　　 ＊同大学の資料、取材を基に編集部で作成
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自
分
が
社
会
に
出
た
時
の
働
く
様
子
を
、

実
感
を
持
っ
て
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」（
石
川
助
教
）

　
15
年
度
に
こ
の
科
目
を
履
修
し
た
松
崎

友ゆ

咲さ

さ
ん
は
、
京
王
電
鉄
の
課
題
で
提
示

さ
れ
た
２
か
所
の
不
動
産
を
チ
ー
ム
全
員

で
見
に
行
き
、
周
辺
を
歩
い
て
住
民
層
を

分
析
し
、提
案
に
生
か
し
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
関
心
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
案
を
考
え
て
積
極
的
に
発
言
。
チ
ー

ム
内
で
は
意
見
が
よ
く
ぶ
つ
か
っ
た
が
、

企
業
に
選
ば
れ
る
た
め
に
最
適
な
案
に
す

る
と
い
う
目
標
が
共
有
さ
れ
て
い
た
た
め
、

納
得
い
く
ま
で
議
論
が
で
き
た
と
い
う
。

　「
よ
い
案
と
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
意

見
を
主
張
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
得
で

き
れ
ば
、
相
手
の
意
見
を
受
け
入
れ
る
こ

と
も
必
要
だ
と
学
び
ま
し
た
」（
松
崎
さ
ん
）

　
議
論
の
結
果
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト

ラ
ン
を
提
案
す
る
こ
と
に
決
定
。
営
業
時

間
や
店
内
の
配
置
、
人
件
費
や
材
料
費
な

ど
の
必
要
経
費
、
売
り
上
げ
目
標
な
ど
、

事
業
展
開
に
必
要
な
要
素
は
何
か
も
自
分

た
ち
で
考
え
、
そ
し
て
調
べ
て
、
提
案
書

を
完
成
さ
せ
た
。
授
業
以
外
で
も
活
動
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
交
換
な
ど
も
し

た
が
、
最
終
提
案
の
結
果
、
企
業
に
は
採

用
さ
れ
な
か
っ
た
。

　「
ほ
か
の
チ
ー
ム
と
違
う
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
で
あ
れ
ば
、
企
業
か
ら
評
価
さ
れ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ア
イ
デ
ア
を
支
え

る
だ
け
の
収
支
予
測
が
で
き
て
い
な
け
れ

ば
、
よ
い
案
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
」（
松
崎
さ
ん
）　

　
最
終
回
の
振
り
返
り
で
学
生
か
ら
最
も

多
く
挙
が
っ
た
の
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
に
気
づ
い
た
と
い
う
声
だ（
図
３
）。

　「
何
か
を
つ
く
る
た
め
に
は
周
り
の
空
気

ば
か
り
を
読
ん
で
い
て
も
駄
目
で
、
自
分

が
チ
ー
ム
に
ど
う
貢
献
で
き
る
の
か
を
考

え
、
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
、
多
く

の
学
生
が
自
分
の
言
葉
で
振
り
返
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、『
消
費
者
で
は
な
く
、
企

画
し
、
商
品
化
す
る
立
場
で
物
事
を
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
い
う
声
も
あ
り
、

企
業
担
当
者
も
授
業
に
協
力
し
た
か
い
が

あ
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
」（
石
川
助
教
）

　
予
想
以
上
に
学
生
の
反
響
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
16
年
度
は
、
本
科
目
を
１
ク
ラ

ス
か
ら
２
ク
ラ
ス
に
増
や
し
、
卒
業
生
の

協
力
を
得
て
参
加
企
業
も
拡
大
さ
せ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
同
学
部
で
は
１
年
次
か

ら
様
々
な
体
験
型
学
習
を
用
意
し
て
い
る
。

た
だ
、
１
学
年
約
７
０
０
人
も
の
学
生
が
お

り
、そ
の
全
て
に
対
応
す
る
の
は
難
し
い
。

　「
大
学
受
験
を
終
え
た
ば
か
り
の
多
く
の

学
生
は
、
学
び
と
は
教
科
書
を
読
ん
で
正

解
に
た
ど
り
着
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
大
学
は
答
え
が
１
つ
と
は

限
ら
な
い
問
い
を
追
究
し
て
い
く
と
こ
ろ
。

早
い
段
階
で
そ
の
意
識
を
切
り
替
え
ら
れ

る
何
か
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
学
部
が
用
意
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
け
で
は
な
く
、
部
活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
、何
で
も
よ
い
の
で
す
」（
鈴
井
教
授
）

　
松
崎
さ
ん
は
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
さ
ら

に
深
く
考
え
よ
う
と
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
実
習
」
を
２
年
次
で
履
修
す
る
予
定
だ
。

　「
経
営
学
部
は
学
生
数
が
多
い
で
す
が
、

『
経
営
総
合
講
義
Ａ
』
の
よ
う
な
少
人
数
制

の
科
目
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
授
業
で
は
、先
生
と
の
距
離
が
近
く
、質

問
も
気
軽
に
で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、

履
修
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
情
報
を
集
め
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し
、
履
修
を
申
し
込

む
と
い
う
行
動
力
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ

う
な
主
体
性
は
、
大
学
の
学
び
に
お
い
て

不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
松
崎
さ
ん
）

メンバーは皆、初対面だったが、目の前に課題があるため、必然
的に結束。最初はとにかく意見を出し合い、その過程で人柄を知
り、役割分担が自然と決まっていったと松崎さんは言う。

•企画し、提案するためには、熱意が重要であること。
•データの重要性（収集方法、分析方法、活用方法）。
•どのようなアイデアでもデータで根拠を示すことが重要。
•自分の「個」があってこそ全体に貢献でき、チームが成立
する。

•自分の意見を発信し、相手の意見を受容することが大切。
•まずは相手の話をしっかり聞き、本当に伝えようとしてい
ることを理解する。

•発信力や説得力など、プレゼンテーションの技術の重要性。
•消費者ではなく、企画し、商品化する立場で物事を見られ
るようになった。

＊同大学の資料を基に編集部で作成

明治大学経営学部 ●体験型学習の拡充
大 学 Evo l ut ion
大学が拓く新しい学び

図３ 受講者の気づき

充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
で
き
る
主
体
性
が
必
要

51 June 2016

Q6-063-01 2016 年度 VIEW21 高校版 6 月号 本文 51 頁 ＭＫ色
校

05/19
下村

念
校

05/31
羽崎 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P48-51_view21koukou-6g-h.indd   51 16/05/31   18:23


